
公
益
財
団
法
人 

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

広
報
紙

日
管
き
ん
き

日
管
き
ん
き

　

登
録
制
度
の
対
象
は
管
理
戸

数
２
０
０
戸
以
上
の
管
理
業
者

で
す
。「
賃
貸
住
宅
の
良
好
な

居
住
環
境
を
確
保
し
、
不
良
業

者
を
排
除
、
業
界
の
健
全
な
発

展
・
育
成
を
図
る
た
め
」
設
け

ら
れ
る
制
度
で
、
賃
貸
管
理
業

者
の
社
会
的
地
位
を
法
律
が
担

保
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

業
者
に
は
、
そ
の
地
位
の
確

保
・
向
上
と
事
業
の
適
正
化
に

よ
る
市
場
整
備
の
た
め
、
①
業

務
管
理
者
の
事
業
所
単
位
で
の

配
置
②
管
理
受
託
締
結
前
の
重

要
事
項
の
説
明
③
預
り
家
賃
な

ど
の
分
別
管
理
④
契
約
相
手
方

へ
の
業
務
の
実
施
状
況
な
ど
の

定
期
報
告
―
―
の
４
点
が
義
務

付
け
ら
れ
ま
す
。

　

実
際
の
登
録
に
は
経
過
措
置

と
し
て
１
年
の
猶
予
期
間
が
設

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
来
年
６

月
ま
で
に
登
録
を
完
了
す
れ
ば

い
い
わ
け
で
す
が
、
猶
予
期
間

終
了
後
も
登
録
し
な
か
っ
た
場

合
、
無
免
許
営
業
と
し
て
処
罰

対
象
に
。

　

ま
た
業
務
管
理
者
を
「
賃
貸

不
動
産
経
営
管
理
士
」
と
す
る

こ
と
が
４
月
21
日
に
決
ま
り
、

管
理
士
が
国
家
資
格
に
格
上
げ

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
も
認
知
度
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
る
要
因
に
な
り

ま
す
。

　国土交通省は４月26
日、賃貸住宅管理業法
に基づく「賃貸住宅管
理業法に係る登録申請
方法」を公開しました。
　６月15日の業法施行
に伴い管理戸数200戸以
上の賃貸住宅管理業者
の管理業登録を義務付
け、同日付けで登録申
請を開始し、申請は原
則「賃貸住宅管理業登
録等電子申請システム」
で行います。ただし同日
の受け付け開始までは
ログインはできません。
　登録申請者は、業法
第６条（登録の拒否）
第１項に該当する事由

の有無の審査のため、
登録を実施するために
提出した書類に記載の
個人情報が警察当局に
提供されることに同意
したうえで書類を提出
しなければならないほ
か、登録の有効期間は
５年間で、有効期間満
了後も続けて登録を受
けようとする場合は、

「有効期間満了日の90
日前から30日前まで」
に登録の更新申請を行
う必要があります。更
新申請がない場合、有
効期間満了と同時に登
録が抹消されるので注
意が必要です。

　

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
、「
賃

貸
住
宅
管
理
業
法
」
が
６
月
15
日
、
い
よ
い
よ
本
格
施
行
さ

れ
ま
す
。
２
本
柱
の
う
ち
、「
サ
ブ
リ
ー
ス
」
規
制
に
関
し

て
は
昨
年
12
月
15
日
に
ひ
と
足
早
く
施
行
さ
れ
て
い
ま
す

が
、４
業
務
の
義
務
化
を
伴
う
「
賃
貸
住
宅
管
理
業
の
登
録
」

制
度
が
今
回
ス
タ
ー
ト
。
社
会
的
に
も
責
任
と
地
位
・
ス
テ

ー
タ
ス
の
あ
る
管
理
業
へ
と
完
全
脱
皮
し
ま
す
。

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
近

畿
ブ
ロ
ッ
ク
長
の
太
田
卓
利
氏

ら
は
４
月
19
日
、
国
土
交
通
省

近
畿
地
方
整
備
局
を
訪
ね
、
建

政
部
長
、
不
動
産
業
適
正
化
推

進
官
ら
近
畿
地
整
局
幹
部
と
会

談
・
意
見
交
換
し
、
賃
貸
住
宅

管
理
業
法
施
行
を
機
に
し
た
賃

貸
管
理
業
の
発
展
・
拡
充
の
た

め
、国
と
民
間
と
の
情
報
交
換
・

交
流
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
推
し

進
め
て
い
く
こ
と
で
合
意
し
ま

し
た
。適
正
な
賃
貸
管
理
制
度
・

市
場
の
整
備
・
高
度
化
に
向
け

て
の
官
民
の
足
並
み
が
そ
ろ
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

は
太
田
ブ
ロ
ッ
ク
長
と
、
野
村

陽
一
大
阪
府
支
部
事
務
局
長
、

佐
野
昭
一
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
事
務

局
長
の
３
氏
が
、
国
交
省
近
畿

地
整
局
建
政
部
か
ら
伊
藤
康
行

建
政
部
長
、
石
堂
慎
治
建
設
産

業
調
整
官
、
田
辺
り
さ
不
動
産

業
適
正
化
推
進
官
、
廣
部
正
樹

建
設
産
業
第
二
課
長
、
東
條
智

行
建
設
産
業
第
二
課
長
補
佐
の

５
氏
が
参
加
。
午
前
９
時
半
か

ら
30
分
に
わ
た
っ
て
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

全
国
に
新
ポ
ス
ト

「
適
正
化
推
進
官
」

　

太
田
ブ
ロ
ッ
ク
長
は
会
談
で

「
日
管
協
は
管
理
業
に
特
化
し

た
組
織
。全
国
に
各
ブ
ロ
ッ
ク
・

支
部
が
あ
る
。
役
員
は
手
弁
当

で
運
営
に
参
加
し
て
お
り
、
現

在
ま
で
法
制
化
と
業
法
施
行
を

見
据
え
た
体
制
を
整
え
て
き
た

と
こ
ろ
。
こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
問
題
が
出
て
く
る
。
一
緒
に

取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　

近
畿
地
整
局
側
は
、「（
東
京

の
）
本
省
で
は
法
制
化
の
際
に

日
管
協
（
本
部
）
と
も
意
見
交

換
し
て
い
る
が
、
地
整
は
ま
だ

ま
だ
勉
強
不
足
。
ぜ
ひ
情
報
交

換
を
」（
伊
藤
建
政
部
長
）、「
い

ろ
い
ろ
な
情
報
や
知
見
を
い
た

だ
き
に
上
が
る
こ
と
が
あ
る
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

（
田
辺
適
正
化
推
進
官
）
と
答

え
ま
し
た
。

　

日
管
協
側
が
さ
ら
に
、
年
６

回
行
っ
て
い
る
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

幹
事
会
と
「
６
月
25
日
の
総
会

（
拡
大
幹
事
会
）
に
は
ぜ
ひ
」
と

参
加
を
要
請
。
近
畿
地
整
局
も

こ
れ
に
応
じ
る
姿
勢
を
示
す
な

ど
、
今
回
を
機
に
官
民
交
流
を

積
極
的
に
深
め
て
い
き
た
い
と

の
国
の
考
え
が
滲
み
出
て
い
ま

し
た
。

　

賃
貸
住
宅
管
理
業
法
施
行
の

前
に
国
交
省
が
、
業
法
に
よ
る

サ
ブ
リ
ー
ス
規
制
や
賃
貸
管
理

業
者
の
登
録
推
進
と
と
も
に
、

地
元
の
不
動
産
管
理
業
者
間
で

高
度
な
連
携
体
制
を
構
築
、
賃

貸
管
理
を
含
む
不
動
産
業
の
振

興
を
図
る
た
め
４
月
１
日
付
け

で
、
全
国
の
地
方
整
備
局
と
北

海
道
開
発
局
に
新
ポ
ス
ト
「
不

動
産
業
適
正
化
推
進
官
」
を
配

置
し
た
こ
と
に
伴
う
会
談
で
、

地
元
業
者
と
の
連
携
を
図
り
た

い
国
交
省
側
か
ら
の
打
診
で
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
先
立
っ
て
４
月
５
日

に
は
廣
部
課
長
、
東
條
課
長
補

佐
の
両
氏
が
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
事

務
局
を
訪
問
し
、
太
田
ブ
ロ
ッ

ク
長
ら
に
あ
い
さ
つ
、
情
報
交

換
を
申
し
入
れ
て
い
ま
し
た
。

●
賃
貸
管
理
業
法
い
よ
い
よ
施
行  

●
官
民
連
携
も
拡
充  

●
新
入
会
員
も
増
加
、活
動
も
活
発
化
へ

市場の健全化･活性へ｢賃貸管理業法｣６月本格施行
社会的地位、確立へ
｢登録制度｣がスタート

｢

不
良
業
者｣

も
排
除

管
理
士
は
国
家
資
格

国交省、管理業登録申請方法を公開

原
則
は
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

５
年
後
更
新
な
し
な
ら
抹
消

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

国
交
省

地
　
整 

と
会
談

〝官民交流〟推進で一致

制度整備･高度化へ足並みそろう

国交省近畿地整（左）と会談。左から田辺、伊藤、石堂さん。
日管協近畿ブロックの野村、太田、佐野さん

日管きんき〈1〉

●大 阪 府 支 部
●京 都 府 支 部
●滋 賀 県 支 部
●兵 庫 県 支 部
●奈 良 県 支 部
●和 歌 山 県 支 部

令和 3 年
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■
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https://www.sihd-bk.jp
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高
齢
化
や
相
続
法
改
正
な
ど

で
相
続
相
談
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
相
続
対
策
は
「
待
っ
た
な

し
」。
有
資
格
者
は
物
件
オ
ー
ナ

ー
の
様
々
な
相
続
に
関
す
る
相

談
に
適
切
に
ア
ド
バ
イ
ス
で
き

る
不
動
産
の
専
門
家
で
す
。
相

続
関
連
の
豊
富
な
知
見
で
オ
ー

ナ
ー
資
産
の
価
値
を
さ
ら
に
引

き
上
げ
、
相
続
を
軸
に
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
機
会
拡
大
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
注
目
度
は
ま
す
ま

す
ア
ッ
プ
中
で
す
。

　

資
格
取
得
に
は
指
定
講
習
を

受
講
、
試
験
に
合
格
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
学
習
範
囲
は
①

税
法
②
民
法
③
遺
言
④
遺
産
分

割
⑤
登
記
⑥
財
産
評
価
⑦
測
量

⑧
生
命
保
険
⑨
贈
与
⑩
相
続
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
例
―
で
、

試
験
は
全
40
問
、
四
肢
択
一
、

１
２
０
分
で
、
札
幌
、
仙
台
、

東
京
、
横
浜
、
富
山
、
金
沢
、

名
古
屋
、
京
都
、
大
阪
、
岡
山
、

広
島
、
高
松
、
福
岡
、
沖
縄
各

会
場
で
集
合
試
験
と
し
て
実
施

し
ま
す
。
受
講
料
は
一
般
が
17

万
６
０
０
０
円
、
会
員
が
８
万

８
０
０
０
円
（
消
費
税
、
テ
キ

ス
ト
・
受
験
費
込
み
）。

　

こ
れ
に
先
立
ち
日
管
協
は
３

月
３
日
、
20
年
度
の
「
相
続
支

援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」「
上
級

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」

認
定
試
験
の
合
格
者
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

合
格
者
数
は
相
続
支
援
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
で
２
９
０
人
、
上

級
は
49
人
。
累
計
２
５
０
０
人

（
う
ち
上
級
６
０
０
人
）
を
超

え
る
有
資
格
者
が
誕
生
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
合
格
者
は

登
録
申
請
を
経
て
、
４
月
１
日

か
ら
協
会
に
登
録
、
各
地
で
活

躍
の
舞
台
に
立
ち
ま
す
。

　当社グループ会
社のレントホーム
は日管協立ち上げ
時から会員でした。
そうした経緯もあ
り協会活動には以
前より関りが深く、
あわせて今回、大

阪府支部の影山支部長からのお
誘いもあり入会しました。
　大阪府下を中心に約3000戸、
専任管理物件を含めると約4000
戸の物件を管理。サブリースや
リノベーション、大規模修繕工
事、オーナー向け資産管理・コ
ンサルティングなど管理全般を
展開しています。
　入居者募集はレントホームが
窓口。「ミニミニ」のフランチ
ャイズ（ＦＣ）店として府下７
店舗を展開中で、「あべのハル
カス」目の前の路面店舗で当社
旗艦店の『ミニミニＦＣあべの

店』には多方面から多くのお客
様が来店されています。物件の
仲介業務をグループ会社で完結
できるのが当社の強みです。
　『日管協ビジョン』の３つの価
値に基づき、居住者・所有者・
管理者一体ですべての方が満足
できる住まいへ、協会と連携し
ながら日々取り組み目標である
管理物件数１万戸を目指します。
　同時に、ニーズの急速な変化
に合わせた様々な手法を管理業
務に取り入れていきたい。その
ためにも日管協会員ネットワー
クから情報収集できればと思い
ます。すべての会員が共存共栄
しながら発展でき、入居者・オ
ーナー双方
の満足度向
上に努めて
いきたいと
考えていま
す。

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
の
「
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

資
格
」
認
定
講
習
・
試
験
の
今
年
度
日
程
な
ど
が
決
ま
り
ま
し

た
。
９
～
11
月
に
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
形
式

で
講
習
を
実
施
。
パ
ソ
コ
ン
端
末
・
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
24

時
間
い
つ
で
も
場
所
を
選
ば
ず
受
講
で
き
ま
す
。
試
験
は
11
月

25
日
と
来
年
１
月
27
日
に
全
国
14
会
場
で
実
施
予
定
。
６
月
１

日
か
ら
講
習
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

相
続
支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
資
格

協会から情報収集
管理１万戸目指す

　

影
山
真
由
美
日
管
協
大
阪
府

支
部
長
は
、
昨
年
６
月
の
支
部

長
就
任
以
来
１
年
足
ら
ず
で
、

〝
カ
ム
バ
ッ
ク
〟
も
含
め
７
社

の
入
会
に
導
き
ま
し
た
。

　
「
こ
の
業
界
（
に
入
っ
て
）、

長
い
の
で
知
り
合
い
も
多
い
。

か
つ
て
の
営
業
マ
ン
が
今
や
偉

い
さ
ん
。
民
法
改
正
や
管
理
業

法
施
行
で
業
界
も
変
わ
る
し
、

『
入
会
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
』
と
お
声
掛
け
」。
し
っ
か

り
会
員
増
強
達
成
で
す
。

　
「
目
標
を
決
め
た
ら
、
私
や

る
タ
イ
プ
な
の
で
」。
ふ
と
、

米
倉
涼
子
さ
ん
演
じ
る
ス
ー
パ

ー
外
科
医
の
決
め
台
詞
と
ダ
ブ

っ
て
聞
こ
え
ま
し
た
が
、
就
任

時
は
す
で
に
コ
ロ
ナ
禍
。「
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
会
議
ば
か
り
。
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
の
メ
ン
バ
ー
と
、
な
か

な
か
お
会
い
で
き
ず
残
念
」
と

交
流
や
情
報
交
換
に
積
極
な
面

は
〝
一
匹
狼
の
ス
ー
パ
ー
外
科

医
〟
と
は
違
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
す
が
、

「
社
内
で
は
毎
朝
検
温
、
ビ
ル

内
と
２
時
間
お
き
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
内
消
毒
」
を
実
施
。
接
触

感
染
リ
ス
ク
を
な
く
す
た
め
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
昇
降
口
に
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
液
と
綿
棒
を
置
き
、

「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
内
の
ボ
タ
ン

を
押
す
際
に
使
っ
て
も
ら
う
」

徹
底
ぶ
り
。
早
く
か
ら
デ
ス
ク

ト
ッ
プ
を
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
に
置
き

換
え
て
い
た
の
で
テ
レ
ワ
ー
ク

も
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
、
業
務
効

率
も
落
ち
て
い
ま
せ
ん
。

　

盲
点
だ
っ
た
の
は
、「
現
場

の
業
務
量
が
増
え
た
こ
と
」。

在
宅
ワ
ー
ク
で
自
宅
時
間
が
増

え
た
た
め
「
騒
音
対
応
や
ゴ
ミ

処
理
な
ど
が
増
加
。『
ネ
ッ
ト

に
つ
な
が
ら
な
い
』
と
い
っ
た

苦
情
処
理
も
増
え
ま
し
た
」。

　

さ
て
、
支
部
長
と
し
て
今
後

は
？　
「
賃
貸
管
理
と
宅
建
業

と
が
分
か
り
や
す
く
区
分
で
き

れ
ば
。
契
約
書
や
重
要
事
項
説

明
書
な
ど
も
、
宅
建
業
者
・
賃

貸
管
理
業
者
と
し
て
や
る
べ
き

こ
と
な
ど
重
複
す
る
部
分
や
そ

う
で
な
い
部
分
等
で
す
。
賃
貸

経
営
管
理
士
が
国
家
資
格
に
な

る
の
だ
か
ら
余
計
に
慎
重
な
把

握
が
必
要
に
な
る
」
と
注
文
・

指
摘
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

　
「
従
業
員
７
名
が
賃
貸
経
営

管
理
士
資
格
を
受
験
。
準
備
は

き
ち
ん
と
」
し
な
が
ら
、
渋
沢

栄
一
の
『
論
語
と
算
盤
』
を
引

き
合
い
に
「
倫
理
行
動
も
し
っ

か
り
し
て
収
益
を
上
げ
る
、
そ

う
し
な
い
と
成
り
立
た
な
い
仕

事
で
す
」。「
管
理
数
を
競
う
の

で
は
な
く
、
現
場
で
困
っ
て
い

る
こ
と
や
問
題
に
つ
い
て
情
報

共
有
し
解
決
で
き
れ
ば
会
員
と

そ
の
社
員
も
仕
事
が
し
や
す
く

な
る
。『
管
理
の
時
代
』
と
言

わ
れ
ま
す
が
、
ど
う
若
手
が
納

得
し
働
き
甲
斐
を
見
出
せ
る
よ

う
に
す
る
の
か
」
と
目
配
り
も

忘
れ
ず
に
、「
価
値
を
創
造
で

き
る
産
業
に
な
れ
れ
ば
」
と
展

望
し
て
い
ま
す
。

この人に聞く
影山真由美
日管協大阪府支部長

｢

価
値
創
造
す
る
産
業｣

に

９
月
か
ら
講
習
、ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で

11
月
25
日

１
月
27
日

全
国
14
会
場
で
試
験

賃貸住宅管理業法
国交省がＦＡＱ集

　国土交通省は「賃貸住宅管理業
法ＦＡＱ集」をまとめています。
賃貸住宅そのものや受託管理、サ
ブリース、登録申請など賃貸住宅
管理全般と業法に関する用語や疑
問とその回答を網羅しています。
ＰＤＦ形式で閲覧・ダウンロード
可能。今年４月23日版です。手元
に置いていて損はありません。閲
覧・ダウンロードＵＲＬは、国交
省 https://www.mlit.go.jp/tochi_
fudousan_kensetsugyo/const/
content/001401831.pdf。

｢

業
務
管
理
者｣

へ

移
行
講
習
を
実
施

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
、

全
国
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
連

合
会
（
全
宅
連
）、
全
日
本
不

動
産
協
会
（
全
日
）
で
つ
く
る

賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
協
議

会
（
会
長
、
坂
本
久
全
宅
連
会

長
）
は
４
月
21
日
、
国
土
交
通

省
令
で
「
賃
貸
不
動
産
経
営
管

理
士
」
が
国
家
資
格
に
な
っ
た

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
賃
貸

住
宅
管
理
業
法
）
で
賃
貸
住
宅

管
理
業
者
に
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
「
業
務
管
理
者
」

に
つ
い
て
、
賃
貸
不
動
産
経
営

管
理
士
が
、
そ
の
要
件
に
合
致

す
る
と
し
て
定
め
ら
れ
た
た
め

で
す
。

　

日
管
協
も
４
月
22
日
に
業
務

管
理
者
移
行
講
習
の
特
設
ペ
ー

ジ
を
オ
ー
プ
ン
、
５
月
７
日
か

ら
開
講
し
ま
し
た
。
賃
貸
不
動

産
経
営
管
理
士
有
資
格
者
を
対

象
に
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
来
年
６

月
経
過
措
置
期
間
満
了
ま
で
実

施
。
受
講
申
し
込
み
は
講
習
終

了
日
の
２
週
間
前
ま
で
、
受
講

料
は
７
７
０
０
円
（
税
、
テ
キ

ス
ト
代
・
効
果
測
定
受
験
料
・

送
料
含
む
）。
申
し
込
み
は
、

https://w
w

w
.jpm

.jp/m
i-

gration/

ま
で
。
講
習
を
修
了

す
る
こ
と
で
「
業
務
管
理
者
」

の
要
件
を
満
た
せ
ま
す
。

　

講
習
を
経
過
措
置
満
了
ま
で

に
修
了
し
な
け
れ
ば
「
業
務
管

理
者
」
に
な
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

業
務
管
理
者
を
選
任
せ
ず
に
管

理
受
託
契
約
を
締
結
し
た
場
合

は
、
30
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

要
注
意
で
す
。

　賃貸管理業法の制定も追い風となり、日管協近畿ブロック
では20年度の会員数が前期比11の純増でした。新入会員の１
社、レント建物管理さんにお邪魔しました。お話をうかがっ
たのは同社部長の藤岡将伸さんです。 N

e
w 

新
入
会
員 

F
r
e
s
h 

訪
問

レント建物管理有限会社

藤岡将伸部長

レント建物管理・
藤岡部長

レントホーム「藤井寺店」

令和 3 年（2021 年）6 月 1 日 Vol. 31 日管きんき〈2〉 OSAKA



　「賃貸住宅市場
の整備・発展を図
り、豊かな国民生
活の実現に寄与す
ることを目的」と
する日管協で活動
していきたい思い
で入会しました。

当社は、住宅設備のメンテナン
ス事業を行っているため、特別
会員としての入会です。
　当社主力事業は、①給水ポン
プ・貯水槽の保守・交換や集合
住宅共用部分の設備工事・各種
点検・管理各種サービス②クロ
ス貼り替えやフローリング、ト
イレ・バスのセパレート工事、
室内改装などリフォーム全般③
エアコン・給湯器・ユニットバ
ス・洗面化粧台・温水洗浄便座
やＩＨヒーター・エコキュート・
電気温水器・キッチン回りなど
住宅設備工事関連④外壁・屋根

など防水塗装－などの分野で、
創業以来快適な生活の場の提供
へ、永年にわたる経験と実績を
積み重ねてきました。
　日管協が掲げる『日管協ビジ
ョン』の３つの価値実現に向け、
当社も微力ながら貢献させて頂
きたい思いです。事業を通して
会員様のビジネスに少しでもお
役に立てれば幸いです。
　当社はお客様に支えられ今
年、創業30年を迎えました。こ
れからも、〝安全・安心・快適な
住環境〟を提供できるよう、こ
れまで以上に努力していきます。
　「賃貸住宅の管理業務等の適
正化に関する法律が可決成立し
て、日管協の
役割がますま
す大きくなり
会員間交流も
増えると思い
ます。

　
「
コ
ロ
ナ
蔓
延
で
何

に
一
番
驚
い
た
か
と

い
え
ば
、
車
庫
証
明

の
発
行
が
増
え
た
こ

と
。
知
り
合
い
の
自

動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
社
長
さ
ん

に
聞
い
た
話
で
す
が
、

『
新
車
は
全
く
売
れ
て

い
な
い
が
、
中
古
車

が
と
に
か
く
売
れ
て

い
る
。
40
万
～
50
万

円
な
ら
１
台
買
っ
て
お
こ
う

か
』
と
。
奥
さ
ん
が
働
き
に
出

る
場
合
に
『
も
う
１
台
』
な
ど

の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
よ
う
で
す
」。

　

日
管
協
大
阪
府
支
部
の
影
山

真
由
美
支
部
長
か
ら
聞
い
た
話

で
す
。「
中
古
車
が
売
れ
て
い

る
!?
」。
と
て
も
興
味
深
い
。

ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　

日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合

会
統
計
デ
ー
タ
を
み
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が

本
格
化
し
た
昨
年
４
月
以
降
、

新
車
登
録
台
数
は
前
年
同
月
を

大
幅
に
割
り
込
み
11
月
に
よ
う

や
く
前
年
比
プ
ラ
ス
に
。
軽
自

動
車
も
似
た
状
況
で
す
。

　

一
方
、
中
古
車
市
場
は
４
、

５
月
こ
そ
前
年
割
れ
で
し
た
が

６
月
に
は
早
く
も
５
・
８
％
増

へ
と
回
復
。
な
る
ほ
ど
「
中
古

車
は
売
れ
て
い
る
」
の
で
す
。

　

大
き
な
理
由
は
「
３
密
」
回

避
で
す
。
そ
こ
に
影
山
支
部
長

曰
く
の「
奥
様
需
要
」

も
顕
在
化
し
た
。
日

常
移
動
な
ら
新
車
で

な
く
と
も
Ｏ
Ｋ
。「
３

密
を
避
け
ら
れ
る
手

軽
な
移
動
手
段
が
欲
し
い
」
層

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
し
ょ

う
。

　

風
が
吹
け
ば
、
桶
屋
が
儲
か

る
。
ど
の
風
に
商
機
は
乗
る
の

か
。
ア
ン
テ
ナ
は
広
く
張
っ
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。

６
月
18
日
14
時

オ
ン
ラ
イ
ン
で

　
「
賃
貸
住
宅
管
理
業
法
全
面

施
行
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が

６
月
18
日
午
後
２
時
か
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ
れ
ま

す
（
午
後
４
時
５
分
ま
で
）。

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
を
は

じ
め
不
動
産
業
界
11
団
体
な
ど

で
つ
く
る
「
不
動
産
業
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
・
賃
貸
住
宅
管
理

フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会
」
が

主
催
、
国
土
交
通
省
が
後
援
。

参
加
定
員
は
１
０
０
０
名
で
、

会
場
（
東
京
都
千
代
田
区
霞
が

関
３
―
３
―
２
新
霞
が
関
ビ

ル
）聴
講
も
可
能（
先
着
80
名
）。

参
加
費
無
料
で
す
。
申
し
込
み

は
、https://w
w

w
.jutaku-s.

com
/page/id/284

。
問
い
合

わ
せ
は
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
℡

０
３
・
６
４
０
３
・
４
８
０
９
。

　

記
念
シ
ン
ポ
で
は
賃
貸
住
宅

管
理
業
法
全
面
施
行
で
、
今
後

の
賃
貸
住
宅
管
理
の
あ
り
方
、

国
家
資
格
と
な
っ
た
賃
貸
不
動

産
経
営
管
理
士
の
役
割
な
ど
を

基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
で
解
説
。「
令
和
新

時
代
に
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す

る
業
界
動
向
を
『
法
施
行
後
す

ぐ
に
』
キ
ャ
ッ
チ
の
絶
好
機
」

と
し
て
日
管
協
も
「
是
非
参
加

を
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
は

業
法
で
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

る
「
業
務
管
理
者
」
と
し
て
の

要
件
に
適
合
す
る
、
法
体
系
に

基
づ
く
国
家
資
格
。
賃
貸
不
動

産
経
営
管
理
士
の
社
会
的
地
位

や
重
要
性
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

高
ま
り
ま
す
。
同
時
に
試
験
も

年
々
合
格
率
が
低
下
・
難
化
し

て
お
り
、
早
期
の
受
験
が
合
格

へ
の
近
道
。
賃
貸
不
動
産
経
営

管
理
士
を
、
今
年
取
得
す
る
た

め
に
も
、
講
習
を
受
講
し
ま
し

ょ
う
。

　
【
今
年
資
格
を
取
得
す
べ
き

理
由
】
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理

士
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
６
月

15
日
施
行
の
業
法
で
求
め
ら
れ

る
業
務
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は

①
今
年
が
新
法
施
行
後
の
経
過

措
置
期
間
内
（
来
年
６
月
15
日

ま
で
の
１
年
間
）
に
賃
貸
不
動

産
経
営
管
理
士
資
格
取
得
で
き

る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
②
国
家
資

格
化
で
合
格
率
低
下
が
予
想
さ

れ
る
た
め
試
験
難
化
必
至
。
18

年
度
50
・
７
％
だ
っ
た
合
格
率

は
昨
年
度
に
29
・
８
％
に
低
下

し
て
い
ま
す
。
国
家
資
格
後
初

の
試
験
で
、
受
験
者
の
増
加
と

難
化
必
至
で
す
。

　
【
５
問
免
除
講
習
概
要
（
予

定
）】
①
内
容　

１
日
間
の
ス

ク
ー
リ
ン
グ
で
、
講
習
後
の
確

認
テ
ス
ト
を
実
施
。
事
前
に
使

用
教
材
を
購
入
、
自
習
す
る
事

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▽
②
日
程　

７
月
29
日
～
９
月

22
日
▽
③
会
場　

全
国
23
地
域

39
会
場
（
詳
細
は
日
管
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、https://w

w
w

.
jpm

.jp/chintaikanrishi/

を

確
認
）
▽
④
受
講
申
し
込
み
期

間　

4
月
27
日
～
９
月
８
日

（
各
会
場
と
も
定
員
に
達
し
次

第
締
め
切
り
）
▽
⑤
受
講
料　

１
万
８
１
５
０
円
（
税
込
）
▽

⑥
申
し
込
み　

日
管
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttps://w

w
w

.jpm
.

jp/chintaikanrishi/

か
ら
。

　

日
管
協
は
、
賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
試
験
（
11
月
21
日
実

施
）
に
向
け
た
「
５
問
免
除
講
習
」
の
申
し
込
み
受
け
付
け
を

４
月
27
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
講
習
は
、
ま
る
１
日
の
映
像

講
習
（
事
前
学
習
が
必
要
）
で
、
修
了
者
は
本
試
験
50
問
か
ら

５
問
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

会員のビジネスに
役立つ事業展開を

　特別会員として入会したのが住宅設備・メンテナンスの高
畠商事さんです。室内・建物の更新時に頼りになる１社で、
今後の持続可能な環境対応にも協働できます。同社専務の松
下暢宏さんに聞きました。

高畠商事

松下暢宏専務取締役

施工事例・新説給水
ユニット

情報を制する者は、
賃貸管理を制する！
日管協が役立つメルマガ配信中

　日本賃貸住宅管理協会は、セミナー
開催予定や行政・法体系など賃貸管理
に役立つ様々な情報を「日管協メール
マガジン」で絶賛配信中です。管理会
社の「困った事例」やクレーム・トラ
ブルといった管理の悩み、気になる・
知りたい情報、行政の最新動向などを
会員限定で毎週金曜日に配信！　例え
ば…☆人気の「業務リスク研究シリー
ズ」。☆不動産に関わる最新の法改正
や、行政の施策、統計調査に関する情
報はもちろん、管理業を営む上で欠か
せない重要な情報をまとめ、迅速に配
信します。
■会員向け日管協メルマガ登録手順
①日管協公式ホームページ（https://
www.jpm.jp/）かＱＲコードで仮登録②
仮登録後、入力アドレスに本登録用のメ
ールが届くので、メールに記載のＵＲＬ
をクリック（タップ）、本登録を完了！（※
全社員一括登録サービスもあ
ります。日管協ＨＰ「お問い
合わせ」へ。https://www.
jpm.jp/contact/

日管協近畿・各支部スケジュール
６・８ 京都府支部幹事会・定例会
６・15 本部運営協議会（東京）
６・25 近畿ブロック拡大幹事会
７・27 滋賀県支部幹事会 ･定例会 ･ 納涼会
９～10「住環境向上セミナー」
９・24 近畿ブロック幹事会（兵庫）
10・１「日管きんき」発行
10・20 親睦ゴルフ大会（滋賀）
11・18 京都府支部高齢期すまい相談会
11・24 支部対抗ソフトボール大会（兵庫）
11・26 ブロック幹事会（京都）

※ 京都府支部は第２日曜日・第４木曜日に「す
まいの相談・ちんたい住宅相談」を開催

日
管
協「
５
問
免
除
」講
習
、開
始

賃
貸
経
営

管
理
士
試
験 

国
家
資
格
で
難
易
度
さ
ら
に
高
く

合
格
率
ア
ッ
プ
に
必
須

業
法
施
行
記
念
シ
ン
ポ
開
催

高畠商事・
松下専務

風見鶏

N
e
w 

新
入
会
員 

F
r
e
s
h 

訪
問

風
吹
け
ば
桶
屋
が
…
…
　

　
「
売
れ
る
中
古
車
」

OSAKA 令和 3 年（2021 年）6 月 1 日 Vol. 31日管きんき〈3〉

家
賃
保
証
の

ク
レ
デ
ン
ス

株
式

会
社

お問合せ先 大阪支店

06-4705-1181
登録番号：国土交通大臣（1）第51号

外国人専用

保証プラン

販売開始！



京
都
府
支
部
会
員
　「
わ
が
社
の
広
報
紙
」

◦
ア
イ
デ
ア
集
結
さ
せ
て 

狙
い
は
全
員
参
加
型

　

住
宅
金
融
支
援
機
構
近
畿

支
店
が
京
都
市
都
市
計
画
局

の
監
修
を
得
て
「
絵
巻
で
わ

か
る
京
町
家
・
耐
震
改
修
と

補
助
金
・
融
資
の
手
続
き
」

と
題
し
た
冊
子
を
作
り
ま
し

た
。

　

何
と
言
っ
て
も
全
体
が
絵

巻
物
風
。
最
後
の
ペ
ー
ジ
に

紹
介
さ
れ
て
い
る「
鯰
棟
梁
」

の
可
愛
ら
し
さ
に
笑
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
キ
ャ
ラ
と
し
て

「
く
ま
モ
ン
」
を
越
え
そ
う

で
す
。
と
に
か
く
ユ
ニ
ー
ク
。

　

難
し
い
工
事
の
流
れ
を
絵

巻
物
で
紹
介
。
台
所
や
風
呂

場
の
シ
ー
ン
も
ば
っ
ち
り
で

見
て
楽
し
い
。
だ
け
ど
、
伝

え
た
い
こ
と
も
き
っ
ち
り
。

京
町
家
を
耐
震
改
修
す
る
時

の
京
都
市
の
支
援
制
度
と
住

宅
金
融
支
援
機
構
の
融
資
利

用
時
の
手
続
き
の
流
れ
が
わ

か
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
基
本
計
画
の
作
成
か
ら

診
断
派
遣
。
耐
震
改
修
設
計

と
資
金
計
画
の
流
れ
が
一
目

で
わ
か
る
よ
う
に
ま
と
め
ら

れ
、
独
特
の
絵
が
配
さ
れ
親

し
み
を
感
じ
つ
つ
制
度
が
理

解
で
き
る
と
い
う
も
の
で

す
。
何
れ
に
し
て
も
改
修
工

事
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
住
宅

金
融
支
援
機
構
近
畿
支
店
か

京
（
み
や
こ
）
安
心
住
ま
い

セ
ン
タ
ー
へ
。

話
題
交
差
点

キ
ャ
ラ
の「
鯰
棟
梁
」が
可
愛
す
ぎ

「
絵
巻
で
わ
か
る
京
町
家
」融
資
の
手
続
き
も

安田筆頭副支部長

野原副支部長

松岡副支部長

若林副支部長

　

総
会
は
午
後
4
時
10
分
か

ら
始
ま
り
、
20
期
の
活
動
報

告
、
21
期
の
活
動
方
針
、
予
算

発
表
、
役
員
の
新
人
事
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
Z
o
o
m

方
式
で
予
定
さ
れ
て
い
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
進
行
、
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

　

櫻
井
啓
孝
支
部
長
の
挨
拶
は

本
部
理
事
会
か
ら
の
報
告
。
そ

の
内
容
は
H
P
に
も
ア
ッ
プ

し
情
報
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

中
心
は
コ
ロ
ナ
渦
中
で
の
国
交

省
が
期
待
す
る
積
極
的
な
会
員

活
動
実
施
、
新
業
法
施
行
へ
の

取
組
み
、
各
部
会
活
動
の
強
化

と
新
人
事
体
制
。
行
政
と
の
協

力
、
最
後
は
会
員
拡
大
へ
の
努

力
な
ど
で
す
。

　

行
政
側
の
京
都
府
や
京
都
市

か
ら
は
総
会
ご
と
に
協
力
や
励

ま
し
の
言
葉
が
今
回
は
ウ
ェ
ブ

か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由
に
な
り

ま
し
た
。

急
遽
、
開
催
方
法
変
え
る

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
依
然

と
し
て
猛
威
を
振
る
い
、
京
都

府
・
市
も
患
者
数
は
上
昇
の
一

途
。「
今
度
こ
そ
会
場
で
開
き

た
い
」
と
念
願
し
て
い
た
総
会

も
ギ
リ
ギ
リ
に
な
っ
て
「
京
都

経
済
セ
ン
タ
ー
は
使
用
で
き

な
い
」
と
の
通
知
で
し
た
。
今

回
は
総
会
を
通
じ
て
新
施
行

　

人
事
面
で
の
配
置
を
万
全
と

し
集
団
と
し
て
の
意
識
付
け
の

再
確
認
を
し
つ
つ
活
動
を
実

施
。
そ
の
効
果
は
確
実
に
会
員

拡
大
へ
つ
な
が
る
と
い
う
考
え

で
す
。
行
政
は
じ
め
他
の
団
体

と
緊
密
に
連
携
し
て
支
部
の
社

会
的
認
知
向
上
へ
厚
み
を
増
す

仕
掛
け
で
す
。

活
動
は
七
部
会
中
心
に

　

部
会
は
企
画
研
修
部
会
か
ら

相
談
役
を
除
く
六
つ
の
部
門
に

分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ッ
プ

に
副
支
部
長
が
配
さ
れ
て
い
ま

す
。
注
目
は
新
法
施
行
を
機
に

新
設
の
法
務
・
相
談
部
会
で
は

松
岡
英
樹
氏
が
就
任
。
同
氏
は

こ
の
ほ
ど
日
管
協
の
上
級
相
続

支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
認
定

に
合
格
す
る
な
ど
専
門
技
術
の

取
得
で
一
般
～
法
務
相
談
に
幅

広
さ
が
加
わ
り
ま
す
。
新
法
施

行
に
よ
り
近
畿
地
方
整
備
局
と

の
交
流
も
密
と
な
り
行
政
担
当

部
門
が
重
要
に
。
各
ト
ッ
プ
も

そ
れ
ぞ
れ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と

し
て
多
く
の
資
格
保
持
者
ば
か

り
。
支
部
の
格
上
げ
と
市
民
の

誰
も
が
知
る
社
会
的
認
知
度
を

増
し
、
こ
れ
が
会
員
拡
大
へ
。

つ
ま
り
「
管
理
業
を
行
う
に
は

日
管
協
へ
の
加
入
が
先
決
」
と

い
う
風
評
確
立
で
す
。
副
支
部

長
新
任
部
会
は
左
の
通
り
で

す
。

　

▽
企
画
研
修
部
会
＝
若
林
基

道
氏
（（
株
）
和
敬
）
▽
行
政
・

他
団
体
推
進
部
会
＝
石
本
浩
治

氏
（（
株
）
学
生
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

▽
広
報
・
会
員
拡
大
推
進
部
会

＝
井
上
大
介
氏
（（
株
）
清
涼
）

▽
青
年
・
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
＝

安
田
栄
慈
氏
（
筆
頭
副
支
部
長

/
三
協
（
株
））
▽
管
理
業
務

支
援
部
会
＝
野
原
正
光
氏

（（
有
）
ア
ン
ク
ル
ホ
ー
ム
）
▽

法
務
相
談
部
会
＝
松
岡
英
樹
氏

（（
株
）
都
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）。

　

そ
れ
ぞ
れ
各
部
会
長
と
共
に

役
割
を
果
た
し
ま
す
。

「
み
や
こ
だ
よ
り
」

V
o
l 

60

（（
株
）
都
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

　

毎
月
1
回
発
行
、
A
4
一
部

カ
ラ
ー
の
表
裏
2
ペ
ー
ジ
。
編

集
責
任
者
は
社
員
の
木
村
柚
香

さ
ん
。「
み
や
こ
だ
よ
り
」
の

仕
事
を
始
め
て
か
ら
周
辺
を
見

る
目
が
変
わ
っ
た
と
役
割
を
認

識
。
オ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
不
特

定
多
数
の
人
へ
面
白
く
て
役
に

立
つ
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

紙
面
づ
く
り
で
は
岡
本
秀
巳

社
主
ら
と
相
談
し
な
が
ら
、今
、

何
を
伝
え
る
べ
き
か
を
考
え
ま

す
。
地
元
の
身
近
な
不
動
産
市

況
か
ら
地
域
の
出
来
事
、
コ
ロ

ナ
感
染
症
対
策
、
高
齢
化
社
会

と
住
宅
な
ど
と
扱
う
テ
ー
マ
は

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
だ
が
、〝
こ

れ
だ
け
は
知
っ
て
ほ
し
い
〟
こ

と
を
選
び
な
が
ら
紙
面
構
成
を

し
て
い
ま
す
。

　

特
に
高
齢
者
へ
の
住
ま
い
提

供
関
連
「
す
こ
や
か
賃
貸
住

宅
」
の
推
進
な
ど
、
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
住
宅
の
仕
組
み
を

紹
介
し
た
コ
ラ
ム
を
掲
載
。
一

方
で
、
貸
主
側
へ
安
心
、
安
全

を
経
て
収
益
化
が
可
能
な
物
件

提
供
へ
の
方
法
と
協
力
も
伝
え

て
い
ま
す
。
毎
発
行
の
都
度
、

み
ん
な
に
役
立
つ
記
事
を
発

見
。
次
号
が
楽
し
み
で
す
。
愛

読
者
も
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
同
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
閲
覧
可
能
で
す
。

京都府支部 2021年の総会 Zoom方式で
5月18日（火）　コロナ禍に対応

　京都府支部（櫻井啓孝支部長）は5月18日（火）幹事会、定例会に続き第21
期通常総会を開きました。当初予定の開催場所「京都経済センター」がコロナ禍
による緊急事態宣言で使用不可能となり急遽 Zoom方式によるWEB 開催にな
りました。

支部活動はWEB開催が中心に

の
「
賃
貸
管
理
業
法
」
へ
の
取

組
み
報
告
、
新
人
事
体
制
で
の

役
割
確
認
な
ど
テ
ー
マ
は
多

く
、
ウ
ェ
ブ
で
は
時
間
的
制
約

も
あ
り
、
短
時
間
で
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

　

広
報
部
会
で
は
、「
あ
る
程

度
の
予
測
は
し
て
い
た
が
、
会

場
使
用
不
能
ま
で
は
想
定
外
で

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
深
刻
さ
を
つ

く
づ
く
感
じ
ま
す
。
Z
o
o
m

方
式
で
の
開
催
は
昨
年
の
オ
ー

ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
も
経
験
し
て

い
る
の
で
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
で

無
事
終
了
し
ま
し
た
」。
今
秋

の
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
の

開
催
方
法
詳
細
は
10
月
号
で
紹

介
し
ま
す
。

組織充実！
副支部長6名
京都府支部
新人事

　

21
期
、
令
和
３
年
度
へ
の

新
人
事
が
決
定
。
コ
ロ
ナ
禍

中
の
閉
塞
感
漂
う
中
で
も
京

都
府
支
部
の
活
動
は
平
常
通

り
。
万
全
を
期
し
て
副
支
部

長
を
6
人
に
増
や
し
て
臨
み

ま
す
。
昨
年
の
ウ
ェ
ブ
方
式

に
よ
る
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

の
成
功
で
受
発
信
へ
の
自
信

を
付
け
、
新
法
律
の
施
行
の

年
で
も
あ
り
部
活
効
果
を
求

め
て
い
き
ま
す
。

地震の前に騒ぎ出す

緊
急
事
態
宣
言
で
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
に

新
管
理
の
時
代
へ
全
会
員
が
結
束

令和 3 年（2021 年）6 月 1 日 Vol. 31 日管きんき〈4〉 KYOTO

退去立会・入居中対応を代行します！
現在、関西に７営業所を設置し、幅広いエリアでサービスを
提供しておりますので素早い対応が可能です。

ワンストップで退去～入居までの業務を代行し、管理会社様の煩わしい業務を削減します。

株式会社アーキテック
賃貸マンションに特化した工事会社

株式会社アーキテック ☎075-693-7311
お問い合わせはこちらhttp://www.architec-co.net

京都 大阪 兵庫 奈良

工事に伴った退去立会費不要！

入居後のアフター対応も行います！

退去精算も単独で行うことが可能！



　

コ
ロ
ナ
禍
中
で
も
こ
れ
だ
け

頑
張
れ
る
と
部
活
動
に
自
信
を

得
た
京
都
府
支
部
。
新
人
事
も

決
ま
り
、
秋
一
連
行
事
へ
ス
タ

ー
ト
は
切
ら
れ
ま
し
た
。
メ
ー

ン
は
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

の
実
施
だ
が
、
櫻
井
支
部
長
が

ど
の
会
合
で
も
口
に
す
る
の
が

ベ
ー
ス
と
な
る
「
会
員
拡
大
」

で
す
。
業
法
施
行
で
今
年
は
入

会
勧
誘
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。

日
管
協
各
支
部
が
好
機
と
捉

え
、
一
気
に
会
員
拡
大
が
進
み

そ
う
。
京
都
府
支
部
も
そ
こ
を

意
識
し
つ
つ
の
支
部
活
動
で
、

各
イ
ベ
ン
ト
毎
に
入
会
へ
結
び

つ
け
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

6
月
下
旬
は
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

の
拡
大
幹
事
会
へ
の
参
加
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
な
る

可
能
性
も
あ
る
が
、
日
管
協
本

部
プ
ラ
ス
近
畿
6
支
部
、
有
名

ゲ
ス
ト
な
ど
も
加
わ
っ
て
の
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
。
京
都
府
支
部

か
ら
も
支
部
長
以
下
幹
事
も
参

加
、
京
都
の
活
動
状
況
を
発
表

し
ま
す
。

成
功
事
例
と
し
て
評
価

　

前
回
、
コ
ロ
ナ
禍
中
で
行
わ

れ
た
ウ
ェ
ブ
方
式
の
「
オ
ー
ナ

ー
セ
ミ
ナ
ー
」
が
予
想
以
上
の

反
響
を
呼
び
、
管
理
業
界
で
注

目
さ
れ
ま
し
た
。
不
特
定
多
数

か
ら
の
視
聴
で
管
理
の
仕
事
へ

の
理
解
の
深
ま
り
が
あ
っ
た
こ

と
は
予
想
以
上
の
収
穫
で
し

た
。

　

会
場
開
催
と
ウ
ェ
ブ
方
式
、

ど
ち
ら
に
せ
よ
「
オ
ー
ナ
ー
セ

ミ
ナ
ー
」
は
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

で
す
。〝
新
法
〟
を
理
解
す
る

た
め
に
も
開
催
を
期
待
す
る
声

が
上
が
り
、
そ
れ
に
応
え
る
た

め
の
用
意
は
す
で
に
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
国
の
住
宅
政
策
を
反

映
す
る
行
事
だ
け
に
ど
れ
だ
け

多
く
の
人
に
役
立
て
る
か
が
問

わ
れ
ま
す
。
前
回
の
開
催
で
は

3
6
7
回
の
反
応
が
あ
り
オ
ン

ラ
イ
ン
な
ら
で
は
の
効
果
を
生

み
ま
し
た
。
毎
月
開
く
定
例
会

席
上
で
2
回
目
の
成
功
を
目
指

し
て
動
き
始
め
ま
す
。
前
回
は

予
想
以
上
の
好
反
響
。
確
信
し

た
の
は
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
の
メ

リ
ッ
ト
発
見
と
有
効
性
。
今
秋

は
手
法
は
と
も
か
く
内
容
も
吟

味
し
て
期
待
に
応
え
る
方
針
。

（
開
催
内
容
の
詳
細
は
10
月
号

で
）

 

お
知
ら
せ

■京都
府
支
部
の
会
員
拡
大

　

4
月
末
現
在
の
正
会
員
76

社
。
89
社
が
当
面
の
目
標
。

　

今
年
は
業
法
施
行
も
あ
り
、

未
入
会
管
理
業
者
か
ら
の
入
会

の
申
し
込
み
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
京
都
府
支
部
で
も
会
員
拡

大
の
好
機
と
見
て
加
入
へ
向
け

て
積
極
的
に
活
動
中
。

■新〝
業
法
〟
理
解
へ
本
番

　
「
賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の

適
正
化
に
関
す
る
法
律
」
が
施

行
（
1
面
に
関
連
記
事
）
さ
れ
、

京
都
府
支
部
も
部
会
活
動
の
中

で
勉
強
し
て
い
き
ま
す
。
本
部

主
催
の
ウ
ェ
ブ
方
式
セ
ミ
ナ
ー

も
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
施
行
へ

本
番
。
定
例
会
で
も
必
ず
取
り

上
げ
ら
れ
る
テ
ー
マ
で
す
。

■管理
士
受
験
へ
の
講
習

京
都
は
9
月
14
日
（
火
）

　

11
月
21
日
（
日
）
に
実
施
の

賃
貸
不
動
産
経
営
管
理
士
の
受

験
に
備
え
る
講
習
。
大
事
な
国

家
資
格
化
へ
の
移
行
試
験
講
習

で
運
営
す
る
日
管
協
が
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
の
受
講
日
程
を
発
表
。

こ
の
中
で
京
都
は
9
月
14
日

（
火
）
京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
す
。
く
わ
し
く
は
日

管
協
H
P
を
参
照
。（
2
面
に

関
連
記
事
）

 

京
都
府
支
部
ニ
ュ
ー
ス

す
ま
い
の
相
談
員
決
ま
る

研
修
や
日
程
、
人
事
発
表

　

京
都
市
・
府
民
の
住
宅
相
談

の
窓
口
「
京
（
み
や
こ
）
安
心

す
ま
い
セ
ン
タ
ー
」
へ
相
談
員

を
派
遣
し
て
い
る
日
管
協
京
都

府
支
部
。
例
年
、
新
参
加
す
る

会
社
も
あ
り
、
4
月
に
相
談
を

受
け
る
に
際
し
て
向
上
を
目
的

と
し
た
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
中
で

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
。
当
日
は

受
託
先
の
京
都
市
計
画
局
住
宅

室
住
宅
政
策
課
か
ら
も
参
加
。

　

司
会
は
法
務
・
研
修
部
会
の

柴
田
剛
氏
、
挨
拶
を
櫻
井
啓
孝

支
部
長
が
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
相
談
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
時

間
（
45
分
）、
相
談
日
程
な
ど

を
確
認
し
ま
し
た
。
以
下
は
6

月
以
降
の
開
催
日
（
各
日
程
）

と
担
当
者
。
さ
ら
に
京
都
府
支

部
の
相
談
担
当
者
名
で
す
。

　

▽
6
月
6
日
＝
若
林
基
道
氏

（
和
敬
）
▽
7
月
4
日
＝
奥
野

雅
裕
氏
（
長
栄
）
▽
8
月
1
日

＝
田
中
健
敏
氏
（
エ
リ
ッ
ツ
建

物
管
理
）
▽
9
月
5
日
＝
青
山

秀
樹
氏（
グ
ッ
ド
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）

▽
10
月
3
日
＝
相
模
忍
氏
（
エ

ル
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）
▽
11
月
7
日

＝
藤
田
幹
人
氏（
ト
ー
マ
ッ
ク
）

▽
12
月
5
日
＝
井
上
大
介
氏

（
清
涼
）
▽
1
月
16
日
＝
野
原

正
光
氏
（
ア
ン
ク
ル
ホ
ー
ム
）

▽
2
月
6
日
＝
小
川
雅
敬
氏

（
ハ
ウ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
▽

2
月
20
日
＝
天
野
博
氏
（
ア
ー

ル
エ
ス
テ
ィ
）。（
株
、
有
は
省

略
）。

　

な
お
、
当
日
発
表
さ
れ
た
京

都
府
支
部
の
相
談
担
当
は
右
記

表
示
以
外
は
次
の
各
氏
で
す
。

杉
村
元
嗣
氏
（
o
f
f
i
c
e 

G
e
n 

C
o
）
久
保
勝
哉
氏

（
京
都
パ
ナ
ホ
ー
ム
）
中
村
康

行
氏
（
グ
ッ
ド
ワ
ー
ク
）
村
井

渉
氏
（
京
都
住
宅
セ
ン
タ
ー
学

生
住
宅
）
安
田
栄
慈
氏
（
三
協
）

岡
嶋
み
ど
り
氏
（
デ
ィ
ラ
ン
ド

山
京
リ
ー
ス
）。
交
代
担
当
と

し
て
柴
田
剛
氏
（
フ
ラ
ッ
ト
エ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
）
松
岡
英
樹
氏

（
都
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）。

　

実
施
場
所
＝
京
（
み
や
こ
）

安
心
す
ま
い
セ
ン
タ
ー
（
京
都

市
中
京
区
烏
丸
御
池
東
南
角
ア

ー
バ
ネ
ッ
ク
ス
御
池
西
4
階
、

t
e
l
0
7
5
＝
7
4
4
＝

1
6
7
0
）（
な
お
、
相
談
は

予
約
制
）。

視点
法の （77）

公益財団法人
日本賃貸住宅管理協会
京都府支部 顧問弁護士　田中　伸

賃借人が死亡した場合の措置
賃借権も相続対象となるので、賃借人が死亡した場合は

相続人を調査しなければなりません。相続人が名乗り出る
等容易に分かる場合は別として、分からない場合は、弁護士・
司法書士等の専門職に依頼して調査しなければなりません。
弁護士・司法書士等の専門職は職務上戸籍謄本等を取得す
ることができるため、相続人を調べることが可能です。
相続人が判明したら、相続放棄をするのかしないのか、

相続放棄をしない場合は、賃借権を継続するかどうか確認
しなければなりません。相続人が賃借権を継続しない場合
は、合意解約をして明け渡しを受け、別の人に賃貸すること
になります。相続人が賃借権の継続を希望する場合は、そ
のまま賃貸借契約を継続します。相続人が相続放棄をする
場合は、次順位の相続人が相手となります。相続人が誰も
いないことになった場合は、家庭裁判所で相続財産管理人
を選任してもらい、同管理人と協議することになります。

京
都
府
支
部
6
〜
12
月
の
主
な
活
動
予
定

　

平
安
時
代
の
そ
の
昔
か
ら
つ

い
最
近
ま
で
京
都
は
日
本
の
首

都
だ
っ
た
。
そ
の
名
残
り
が
日

本
人
の
心
に
響
く
京
町
家
で

す
。
地
元
は
も
ち
ろ
ん
各
地
か

ら
町
家
へ
の
関
心
は
多
く
、
憧

れ
の
「
伝
統
軸
組
構
法
」
は
時

代
を
経
て
注
目
の
的
で
す
。
日

管
協
京
都
府
支
部
会
員
も
町
家

再
生
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
現

場
で
は
時
代
を
経
て
機
能
面
で

劣
化
し
た
部
分
を
改
修
し
、
憧

れ
の
〝
町
家
再
生
〟
の
感
動
の

場
面
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
市

内
の
各
地
で
町
家
を
再
構
築
す

る
工
事
を
見
掛
け
ま
す
。
井
戸

や
石
を
動
か
し
て
い
る
現
場
で

は
昔
の
匂
い
が
し
て
い
ま
す
。

保
全
、
継
承
に
は
地
元
自
治
体

を
始
め
数
多
く
の
組
織
が
参

加
。
予
測
さ
れ
て
い
る
4
万
棟

の
京
町
家
を
完
全
に
維
持
へ
。

保
全
　
再
生
へ
豊
富
な
手
法

　

あ
る
町
家
再
生
の
現
場
に
行

く
と
、
経
済
的
に
も
何
期
か
に

分
け
て
工
事
を
進
め
て
い
る
と

か
。
入
居
者
が
決
ま
り
、
テ
ナ

ン
ト
の
営
業
活
動
の
メ
ド
が
立

つ
と
資
金
づ
く
り
は
快
調
。
公

的
融
資
や
民
間
の
資
金
作
り
の

工
夫
と
難
し
さ
が
聞
け
ま
し
た
。

　

ア
イ
デ
ア
が
あ
っ
て
も
改
修

─
保
全
へ
融
資
が
再
生
維
持
の

カ
ギ
と
い
え
ま
す
。

　

い
ま
京
都
市
は
京
町
家
の
再

生
へ
分
厚
い
制
度
を
敷
い
て
い

ま
す
が
、
ま
ず
先
行
し
て
京
町

家
耐
震
診
断
士
な
ど
の
派
遣
プ

ラ
ス
基
本
計
画
づ
く
り
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
町
家
再

生
、
保
全
と
融
資
を
含
め
て
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
情
報
と
助
言
が

集
ま
っ
て
い
る
の
が
「
京
都
市

景
観
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

と
京
都
市
住
宅
供
給
公
社
の

「
京
（
み
や
こ
）
安
心
す
ま
い

セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

　

京
町
家
の
保
全
、
有
効
利
用

は
行
政
を
主
に
日
管
協
を
含
め

た
不
動
産
団
体
、
市
民
、
金
融

機
関
な
ど
全
員
参
加
で
魅
力
あ

る
京
の
街
を
守
っ
て
い
ま
す
。

京
町
家
事
情

● 

風
情
残
す
た
め
に

行
政
〜
民
間
が
一
体
活
動魅力溢れる京町家

定
着 

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式

注
目
の
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」

　

毎
年
支
部
活
動
の
ピ
ー
ク
は
6
月
以
降
の
後
半
で
す
。
総
会
を
終

え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
間
を
工
夫
で
乗
り
越
え
て
櫻
井
啓
孝
支
部
長
以
下
、

「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
施
の
準
備
に
。
大
小
の
イ
ベ
ン
ト
が
展

開
さ
れ
ま
す
が
や
は
り
中
心
は
「
オ
ー
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」
で
す
。

昨年のパンフです

相談に応じるすまいセンター

地下鉄駅「烏丸御池」から
すぐの好立地
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市
況
は
落
ち
着
き

入
会
促
進
に
効
果

小
西
克
美
奈
良
県
支
部
長

　

こ
の
繁
忙
期
は
、
解
約
が
少

な
く
、
空
室
が
な
く
な
り
、
ま

た
長
期
空
室
が
埋
ま
っ
て
い
く

な
ど
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て

き
た
感
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、

４
月
に
入
っ
て
解
約
が
増
え
た

ほ
か
、
３
月
末
の
「
駆
け
込
み

学
生
」
が
増
え
た
も
の
の
、
学

生
契
約
そ
の
も
の
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
基
本
的
に
対
面
業
で

す
か
ら
、（
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
）

部
屋
に
入
れ
て
も
ら
え
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

や
は
り
支
障
に
な
り
ま
す
し
、

騒
音
等
の
在
宅
ク
レ
ー
ム
が
増

え
た
の
も
新
た
な
難
題
の
１
つ

で
す
。

　

業
務
は
全
体
的
に
Ｗ
ｅ
ｂ
会

新
モ
デ
ル
創
出
へ

　

Ｉ
Ｔ
シ
ェ
ア
協
第
３
回
総
会

は
、
１
部
で
新
年
度
事
業
計
画

な
ど
を
決
定
し
た
後
、協
議
会
・

日
管
協
会
員
に
一
般
参
加
を
交

え
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
の

第
２
部
・
３
部
に
移
行
し
ま
し

た
。

　

２
部
で
は
、「
賃
貸
実
務
Ｄ

Ｘ
化
最
前
線
リ
レ
ー
講
演
」
と

し
て
協
議
会
３
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
日
ご
ろ
の
活
動
成
果

を
披
露
。
①
賃
貸
管
理
実
務
の

電
子
化
が
も
た
ら
す
業
務
改
善

に
つ
い
て
②
賃
貸
業
界
に
お
け

る
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
と

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て

③
賃
貸
業
界
に
お
け
る
ニ
ュ
ー

ノ
ー
マ
ル
の
在
り
方
に
つ
い
て

―
―
の
３
テ
ー
マ
ご
と
に
、
デ

ジ
タ
ル
業
務
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
部
会
長
の
廣
瀬
一
寛
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
取
扱
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
部
会
長
の
佐
瀬
篤

史
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
部
会
長
の
鈴
木

伸
哉
の
３
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告

し
ま
し
た
。

　

第
３
部
に
平
井
デ
ジ
タ
ル
改

革
担
当
相
が
登
場
。
事
前
に
収

録
し
た
ビ
デ
オ
録
画
で
の
特
別

講
演
で
、「
デ
ジ
タ
ル
改
革
関

連
法
案
６
本
」
と
「
デ
ジ
タ
ル

庁
」
の
役
割
、
賃
貸
管
理
業
を

含
む
不
動
産
業
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
現
状
と
行
方
、
９
月
発
足
予

定
の
デ
ジ
タ
ル
庁
を
軸
に
し
た

国
の
支
援
体
制
づ
く
り
と
平
井

氏
が
掲
げ
る
新
標
語
「
Ｇ
ａ
ａ

Ｓ
（
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ア
ズ
・
ア
・

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
）」
な
ど
に

つ
い
て
の
考
え
を
披
露
。
不
動

産
関
連
を
含
む
民
間
産
業
の

「
価
値
創
造
型
の
新
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
」
創
出
へ
の
支
援
体
制

を
固
め
る
と
の
方
針
を
打
ち
出

し
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
「
皆
さ
ん
と
情

報
交
換
を
し
な
が
ら
新
し
い
価

値
を
一
緒
に
創
造
で
き
た
ら
」

と
官
民
協
働
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル

社
会
実
現
を
呼
び
掛
け
、「
１

０
０
年
に
１
回
の
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
Ｄ

Ｘ
）
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
、
皆
さ

ん
が
こ
の
よ
う
な
勉
強
会
を
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

日
本
賃
貸
住
宅
管
理
協
会
が
２
０
１
８
年
に
設
立
し
た
Ｉ
Ｔ
・

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
推
進
事
業
者
協
議
会
（
榎
和
志
会
長
）
は
４
月
13

日
、
第
３
回
会
員
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
た
完
全
Ｗ
Ｅ
Ｂ
方
式
で
、
第
１
部
で
総
会
、

第
２
部
の
リ
レ
ー
講
演
で
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
成
果
を

発
表
し
た
後
、
第
３
部
で
平
井
卓
也
デ
ジ
タ
ル
改
革
担
当
相
が
ビ

デ
オ
登
壇
、「
我
が
国
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
改
革
に
つ
い
て
」
の

テ
ー
マ
で
特
別
講
演
し
、
日
本
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
は
必
須
」
で
、

不
動
産
で
も
「
情
報
を
シ
ェ
ア
し
な
が
ら
価
値
を
上
げ
て
い
く
た

め
の
『
不
動
産
テ
ッ
ク
』
が
進
む
」
と
し
、
９
月
発
足
の
デ
ジ
タ

ル
庁
が
民
間
の
価
値
創
造
型
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
立
ち
上
げ
支
援
を

行
っ
て
い
く
と
の
方
向
性
を
示
し
ま
し
た
。

小西　克美
奈良県支部長

東　行男
和歌山県支部長

４
県
支
部
長
が
語
る

Ｉ
Ｔ
・
シ
ェ
ア
協
、
第
３
回
総
会

デ
ジ
タ
ル
庁
で〝
Ｇ
ａ
ａ
Ｓ
〟 

平
　
井

担
当
相

平井デジタル担当相がビデオ講演
（IT・シェア協動画から）

　

コ
ロ
ナ
発
生
か
ら
１
年
強
、
賃
貸
住
宅
管
理
に
も
変
革
の
波
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
に
伴
う
居
住
ス

タ
イ
ル
の
変
化
や
居
住
者
の
収
入
減
な
ど
は
、
商
品
と
し
て
の
賃
貸
住
宅
と
安
定
経
営
を
再
考
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
一
方
、
賃
貸

管
理
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化
を
期
せ
ず
し
て
進
め
た
の
も
事
実
で
す
。
コ
ロ
ナ
は
変
異
株
を
伴
う
第
４
波
に
入
り
完
全
収
束
を
見
通
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
だ
中
で
の
「
賃
貸
管
理
業
法
」
の
施
行
。
信
頼
産
業
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
賃
貸
管
理
業
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
る
の
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
日
管
協
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
４
県
支
部
長
に
聞
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
高
め
た

管
理
業
務
効
率
化 

業
法
施
行
が
後
押
し
へ

リ
モ
ー
ト
は
定
着

｢

公
平
性｣

に
期
待

東
行
男
和
歌
山
県
支
部
長

　

法
人
の
転
勤
者
や
新
入
学
生

へ
の
ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
重
要
事
項

説
明
の
実
施
は
年
々
定
着
し
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
「
召
集
が
必
要
な
会
議
」
は

リ
モ
ー
ト
が
主
流
と
な
り
、
も

は
や
定
着
し
た
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
分
、
業
務
効
率
は

向
上
し
ま
し
た
が
、
参
加
者
が

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
ミ
ュ
ー
ト
解

除
し
活
発
に
意
見
を
交
わ
す
ま

で
の
ス
キ
ル
に
は
至
っ
て
い
な

い
の
も
現
状
で
す
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
禍
で
、
Ｗ
ｅ
ｂ
な
ど
を
活

用
し
た
業
務
の
効
率
化
は
一
足

飛
び
に
で
き
た
の
は
確
か
で
す
。

が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
コ
ロ
ナ

禍
で
得
た
も
の
を
あ
え
て
挙
げ

る
と
す
れ
ば
、「
不
安
」
と
「
恐

怖
」
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

６
月
か
ら
の
「
賃
貸
管
理
業

法
」
施
行
は
、
あ
く
ま
で
も
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
業
法

の
施
行
を
機
会
に
貸
主
と
借
主

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
で
は
な
く
、
法
の
上
の

公
平
な
「
ア
ン
サ
ー
」
を
様
々

な
場
面
を
通
じ
て
導
い
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
こ
の
面
で
全
国

の
事
例
が
日
管
協
を
通
じ
我
々

会
員
の
も
と
に
届
き
共
有
で
き

る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
第
４
波
の

た
だ
中
で
あ
り
、
全
世
界
が
コ

ロ
ナ
禍
に
飲
み
込
ま
れ
、
依
然

先
行
き
が
不
透
明
な
の
が
事
実

で
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
一
日

で
も
早
い
普
及
や
特
効
薬
の
開

発
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

我
々
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
・
方
策
に
必
要
に
な

る
の
は
、
い
か
な
る
変
化
に
も

対
応
で
き
る
柔
軟
性
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
へ
の
取
り
組
み
が
政
府

主
導
で
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
が
現
時
点
で
不
動
産
・
賃
貸

管
理
で
は
ま
だ
具
体
的
に
見
え

て
き
て
い
ま
せ
ん
。

議
に
移
行
し
ま
し
た
。
移
動
時

間
が
な
く
な
る
と
い
う
時
間
レ

ス
化
や
移
動
コ
ス
ト
の
削
減
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
は
確
か
に
あ
り

ま
す
が
、「
雑
談
が
な
い
の
で

動
き
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
意
思

の
伝
達
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、

や
は
り
対
面
で
し
か
伝
え
に
く

い
部
分
が
あ
る
と
は
感
じ
て
い

ま
す
。

　

６
月
か
ら
の
「
賃
貸
管
理
業

法
」
の
施
行
に
関
し
て
は
、
一

気
に
何
か
が
変
わ
る
と
い
っ
た

「
大
き
く
て
即
効
性
の
あ
る
よ

う
な
期
待
」
は
ま
だ
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
が
、
日
管
協
入
会
の

勧
誘
の
き
っ
か
け
に
は
十
分
な

り
得
る
と
思
い
ま
す
。
政
府
が

推
し
進
め
る
環
境
対
策
と
し
て

は
、
ま
ず
は
、
駐
車
場
に
電
源

設
備
が
必
要
に
な
る
く
ら
い
で

し
ょ
う
か
。
あ
と
は
動
向
を
見

て
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

大
和
西
大
寺
駅
前
広
場

南
北
通
路
が
全
面
完
成

　

奈
良
市
が
88
年
か
ら

整
備
を
進
め
て
き
た
近

鉄
西
大
寺
駅
南
土
地
区

画
整
理
事
業
が
３
月
末

に
完
了
、
駅
南
口
駅
前

広
場
が
４
月
１
日
か
ら

供
用
開
始
し
ま
し
た
。
昨
年
４

月
に
一
部
供
用
を
始
め
て
い
た

南
北
自
由
通
路
（
写
真
）
も
全

面
完
成
。
近
鉄
奈
良
線
・
京
都

線
・
樫
原
線
３
線
が
平
面
交
差

し
全
国
有
数
の
複
雑
な
線
路
網

で
遮
断
さ
れ
て
い
た
駅
南
北
の

歩
行
者
往
来
が
一
気
に
改
善
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
区
画
整
理
で
は
広
さ

５
７
０
０
㎡
の
駅
前
広
場
が
完

成
、
自
動
車
で
の
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
容
易
に

な
り
ま
し
た
。

駅
北
口
で
も
現

行
１
９
０
０
㎡

を
４
０
０
０
㎡

に
拡
張
す
る
駅

前
広
場
整
備
が

進
行
中
で
、
23

年
３
月
完
成
予

定
で
す
。

情報化への道
 ‶管理業2.0"　

～明日に向けて 
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｢

信
頼
度｣

ア
ッ
プ

環
境
対
策
も
視
野

松
本
智
兵
庫
県
支
部
長

　

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
在
宅
時
間

が
増
え
騒
音
や
ゴ
ミ
の
問
題
が

増
え
ま
し
た
。
こ
こ
へ
の
対
策

が
重
要
に
な
っ
た
の
は
確
か
な

事
実
で
す
。「
テ
レ
ワ
ー
ク
部

屋
」
と
い
う
新
た
な
リ
フ
ォ
ー

ム
提
案
が
増
加
。
ネ
ッ
ト
環
境

の
充
足
と
、
そ
れ
が
整
っ
て
い

れ
ば
駅
か
ら
遠
い
物
件
に
も

（
入
居
者
ニ
ー
ズ
の
）
見
直
し

が
入
る
。
実
際
、「（
家
賃
が
）

安
く
て
自
然
が
多
い
」
と
い
う

こ
と
で
人
気
が
出
て
き
た
物
件

も
あ
り
ま
す
。

　

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
が
身
近
に
な
り

テ
レ
ワ
ー
ク
が
推
進
さ
れ
、
今

後
も
定
着
し
そ
う
で
す
。
移
動

が
ラ
ク
に
な
り
経
費
節
減
に
も

な
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
が
増

え
参
加
者
も
増
え
た
り
、
こ
れ

ま
で
な
ら
不
可
能
な
セ
ミ
ナ
ー

も
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
一
般
企
業
だ
け
で
な
く
管

理
業
で
も
同
様
で
す
。

　

賃
貸
管
理
業
法
施
行
で
は
、

い
わ
ゆ
る
「
不
良
管
理
会
社
」

の
排
除
に
繋
が
り
、
管
理
業
界

の
社
会
的
地
位
が
向
上
す
る
こ

と
に
期
待
し
ま
す
。
一
方
、
オ

ー
ナ
ー
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
の
「
自
主
管
理
」
か

ら
管
理
会
社
利
用
の
流
れ
が
広

が
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
そ
の

受
け
皿
と
な
る
の
が
賃
貸
経
営

管
理
士
を
擁
す
る
健
全
な
管
理

会
社
＝
日
管
協
会
員
で
す
。
業

務
を
安
心
し
て
移
管
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
一
層
信
頼
の
存
在

と
し
て
認
知
さ
れ
る
。
会
員
に

と
っ
て
業
容
拡
充
の
機
会
に
な

り
ま
す
。
駅
前
な
ど
の
好
立
地

だ
が
後
継
者
不
在
不
動
産
や
、

承
継
者
問
題
を
抱
え
る
よ
う
な

管
理
会
社
か
ら
の
事
業
承
継
な

ど
に
関
す
る
相
談
の
受
け
皿
に

も
な
り
得
ま
す
。

　

菅
政
権
が
掲
げ
た
温
暖
化
ガ

ス
削
減
目
標
な
ど
、
地
球
環
境

へ
の
問
題
意
識
の
こ
れ
ま
で
に

な
い
高
ま
り
や
実
際
に
各
所
で

動
き
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な

ど
を
み
て
も
、
不
動
産
分
野
に

も
環
境
対
策
の
動
き
が
強
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
管
理
分
野
で

は
、
ゴ
ミ
処
理
（
分
別
）
や
清

掃
と
い
っ
た
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
、
太
陽
光
利
用
や
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
へ
の
切
り
替
え
・
変
更

な
ど
の
省
エ
ネ
化
、
ガ
ゾ
リ
ン

車
か
ら
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）・

Ｆ
Ｃ
Ｖ
（
燃
料
電
池
自
動
車
）

へ
の
代
替
の
流
れ
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
に
よ
る
ク
ー
ラ
ー
の
節
減
・

省
エ
ネ
な
ど
の
環
境
対
策
が
推

進
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

家
主
支
援
さ
ら
に

情
報
提
供
を
強
化

山
口
俊
和
滋
賀
県
支
部
長

　

今
年
の
春
先
の
動
き
は
回
復

し
ま
し
た
。
昨
春
は
社
会
全
体

で
ピ
リ
ピ
リ
し
た
雰
囲
気
が
あ

り
ま
し
た
が
、
夏
以
降
の
観
光

喚
起
策
な
ど
一
連
の
Ｇ
ｏ 

ｔ

ｏ
事
業
の
実
施
な
ど
も
あ
っ
て

明
ら
か
に
そ
れ
ま
で
の
自
粛
ム

ー
ド
が
緩
み
、
以
降
、
社
会
全

体
で
「
コ
ロ
ナ
慣
れ
」
の
広
が

っ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
大
学
な
ど
で

も
今
春
、
入
学
式
を
実
施
で
き

た
と
こ
ろ
が
多
く
教
室
で
の
授

業
も
よ
う
や
く
再
開
し
よ
う
と

し
た
矢
先
に
第
４
波
で
す
。
昨

年
同
様
、
学
生
マ
ン
シ
ョ
ン
の

解
約
も
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
オ
ー
ナ
ー
支
援
に
さ
ら
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
何
を
優
先
す
る
か
。

や
は
り
「
感
染
拡
大
の
防
止
と

社
員
の
安
心
・
安
全
」。
有
事

へ
の
対
応
で
、
感
染
対
策
に
は

万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
大
き
な
経
験
則
に
な
り
ま
し

た
。
業
務
的
に
も
Ｗ
ｅ
ｂ
活
用

が
一
気
に
進
み
ま
し
た
。
効
率

化
と
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
っ

て
い
る
の
は
確
か
で
す
。
一
方

で
、
今
後
の
高
齢
化
進
展
で
相

続
へ
の
対
応
が
増
え
て
き
ま
す

が
、
そ
の
際
に
リ
モ
ー
ト
だ
け

で
は
対
応
が
難
し
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
う
し
た
課
題
も
あ
り

ま
す
し
、
そ
れ
を
支
援
す
る
よ

う
な
Ｉ
Ｔ
技
術
・
ツ
ー
ル
の
登

場
や
活
用
に
は
期
待
し
た
い
。

　

賃
貸
管
理
業
法
施
行
で
期
待

さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
管
理
業

者
の
社
会
的
地
位
の
向
上
で

す
。
専
門
家
集
団
と
し
て
の
ス

キ
ル
の
向
上
も
同
時
に
求
め
ら

れ
ま
す
。
相
続
支
援
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
な
ど
の
上
位
資
格
の
取

得
な
ど
に
よ
っ
て
地
主
や
既
存

オ
ー
ナ
ー
へ
の
提
案
力
を
磨
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
滋
賀
県
支

部
と
し
て
は
業
法
施
行
を
機

に
、
会
員
の
資
質
向
上
に
役
立

つ
情
報
提
供
や
サ
ポ
ー
ト
を
強

化
、「
日
管
協
会
員
な
ら
安
心

し
て
任
せ
ら
れ
る
」
と
の
社
会

評
価
を
確
立
さ
せ
た
い
。

　

賃
貸
住
宅
と
い
う
ス
ト
ッ
ク

の
質
を
ア
ッ
プ
し
、
そ
れ
が
社

会
資
本
と
し
て
生
活
全
般
の
質

の
一
層
の
引
き
上
げ
に
つ
な
が

る
よ
う
な
、
プ
ロ
パ
テ
ィ
だ
け

で
は
な
く
ア
セ
ッ
ト
能
力
も
兼

ね
備
え
た
信
頼
で
き
る
プ
ロ
の

不
動
産
管
理
集
団
と
の
イ
メ
ー

ジ
確
立
に
つ
な
げ
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
温
暖
化
ガ
ス
排
出
削
減

な
ど
急
浮
上
し
て
き
た
環
境
対

策
に
も
助
言
で
き
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
宅
建
士
な
ど
と
の
差
別

化
も
進
む
で
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
賃
貸
管
理
業
法
の
施
行
は
、
信
頼
で
き
る
「
プ
ロ

と
し
て
の
不
動
産
管
理
集
団
像
」
の
確
立
を
促
し
、
そ
れ
に
伴

う
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
一
層
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
の
期
待
が
あ

り
ま
す
。 業
法
施
行
で
新･

管
理
業
像 

確
立

山口　俊和
滋賀県支部長

松本　智
兵庫県支部長

４
県
支
部
長
が
語
る

環
境
の
世
紀

―
ト
ピ
ッ
ク

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
発
行

1500
億
円
全
額
調
達
神戸市

　

神
戸
市
は
21
年
度
の
市
債
発

行
に
関
し
て
、
予
定
１
５
０
０

億
円
全
額
を
持
続
可
能
な
開
発

目
標
債
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
債
」
と
す
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ＪＲ西が新駅設置
姫路市内で４駅目

　ＪＲ西日本は山陽本線姫路―英
賀保間に新駅（姫路市西延末）を
設置します。2026年春の開業予定
です。相対式ホーム２面にエレベ
ーター２基を備える橋上式駅舎を
整備。ホームは12両編成対応なの
で新快速も停車できます。
　新駅付近には文化・スポーツ施
設が集まる手柄山中央公園があり、
姫路市は16年末に「感動と笑顔あ
ふれる憩いの空流空間」に再創出
する「手柄山中央公園整備基本計
画」（イメージ図）を策定、アクセ
ス確保のためにＪＲ西日本と新駅
設置の覚書を締結していました。
　姫路市内での新駅開業は06年の

「ひめじ別所」（御着―曽根間）、08
年の「はりま勝原」（英賀保―網干
間）、16年の「東姫路」（姫路―御
着間）に続いて４駅目になります。
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 〒540-0008 
 大阪市中央区大手前1-6-8  光養ビル9F 

ＴＥＬ 06 - 6949 - 1740 
ＦＡＸ 06 - 6949 - 1741 

http://www.tamai-office.com/

● 大家さん賃貸経営出口戦略 

● 大家さん賃貸事業承継 

● 遺言・相続、借地・借家・古アパ

● 法人設立（株・合同・社福等） 

● 新規独立創業支援 

● 記帳・会計・経営コンサル 

● 宅建・建設・産廃・ 風俗・在留 
 

● 大家団体、業界団体での 

    セミナー、講演、講座企画 
  

 ・・・等、実戦実務広く対応 



〒541-0043 大阪市中央区高麗橋 3 丁目 2 番 7 号
高麗橋ビル 2F（㈱宅都ホールディングス内）
TEL.06-4707-7877 FAX.06-4707-7889
E-mail：y_nomura@takuto-net.com

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

日管協 近畿ブロック 6 支部
事務局ご案内

大阪府支部　大阪メトロ淀屋橋駅下車歩 3 分

〒642-0002 和歌山県海南市日方 1272-93
（（株）ホームズ内）
TEL.073-482-3739 FAX.073-482-9777
E-mail：kogire@homes-homes.jp

和歌山県支部　JR 海南駅下車歩 10 分

〒651-0093 神戸市中央区二宮町 1 丁目 2 番 3 号
マスダビル 5F（（株）ハウスプロメイン内）
TEL.078-222-0837 FAX.078-242-6656
E-mail：koshino@hpm.co.jp

兵庫県支部　JR、阪急、阪神三宮駅から歩 10 分

〒600-8007 京都市下京区四条通高倉西入立売西町 82
京都恒和ビル 8F（（株）グッドライフ内）
TEL.075-211-4774 FAX.075-254-1135
E-mail：kyoto@jpm.jp http://www.jpm-kyoto.jp

京都府支部　阪急 烏丸、河原町駅からすぐ

〒631-0816 奈良市西大寺本町 1 番 6 号
（（株）丸和不動産内）
TEL.0742-36-0001 FAX.0742-36-0055
E-mail：chintai@apaman.ne.jp

奈良県支部　近鉄大和西大寺駅からすぐ

〒520-2144 大津市大萱 1 丁目 4-15
LIC ビル別館 2F（（株）エルアイシー内）
TEL.077-544-4051 FAX.077-544-4425
E-mail：ueno@g-lic.co.jp

滋賀県支部　JR 瀬田駅下車歩 8 分

日管協 本部・各支部
　　　からのお知らせ

楽しみな6月のさまざまな〝声〟
総会終えて塩見会長関西へ

　コロナ禍にも負けず日管協は
従来以上の量、質で活動中です。
昨年就任した塩見紀昭会長はこ
のところ専門紙などに所信を述
べるなど超多忙の様子。日管協
が社会へ果たす役割を伝えてい
ます。会長は６月の総会を経て
６月25日の近畿ブロックの拡大幹事会に出席。
各支部長の前で鮮度のいい一歩踏み込んだ話
が楽しみです。総会を経た後なので塩見会長の
ユニークな発言が待たれます。
　８代目の会長就任。日管協も時代とともに人
も組織も成長、ようやく社会の中で存在が知ら
れてきました。〝管理業法〟の制定により組織
の社会的認知へ拍車がかかります。日管協の会
長としても大きな飛躍の時でしょう。あるイン
タビュー記事では社会へアピールを続け日管
協の格上げを目指したい…と。とは言っても新
法に対する会員の理解度アップへの地道な努
力も並行です。

近畿ブロックからもそれぞれの声
　５月は各支部の総会の季節。ここでの太田卓
利近畿ブロック長の明日を示唆する先進的発
言にも期待です。拡大幹事会では毎年、行政、
近畿地方整備局また、マスコミからの出席も多
く、とりわけ当日のセミナー講師からの発言、
発表は期待です。この幹事会は秋のオーナーセ
ミナーに匹敵。席上、各専門分野からの〝声〟
は楽しみです。
　近畿ブロック６支部の支部長、事務局長らも出席、
DX 推進など電子化の進捗、社会環境変化に伴う
日常業務の対応など役立つ話も聞けそうです。
　行政との関連では新法の施行を機にさらに
連携が深まり、近畿地方整備局を中心に従来以
上に関係が密接の方向へ。

「日管協フォーラム2021」
11月の開催は…　WEBか会場方式か

社会へ向けて存在アピールの場
 毎年秋に東京の「明治記念館」で開催の日管協最
大のイベント「日管協フォーラム」。回を重ねる
ごとに知名度も上がり各地から開催方法・内容へ
関心が集まっています。昨年はコロナウイルス感
染拡大の影響で WEB 開催に。今年になってもコ
ロナ禍は収束せず果たして…。一応11月16日に「明
治記念館」での開催は決定しています。
　どのような開催方法になってもフォーラムの中
身は委員会活動の成果や制定された「管理業法」
への対処などが主に。国からの業法理解へのメッ
セージなどが中心になります。

ベストセラー

管理業界で人気の冊子です
「賃貸住宅クレーム・トラブル Q&A」
　コロナ禍の中、在宅時間が多くなり、増えて
いるクレームやトラブル。それらの実例をあげ
て Q&A 方式でわかりやすく解説しています。購
入希望は日管協ホームページを見てください。こ
の冊子は日管協発行の数ある中でずっと人気のシ
リーズです。その時々で内容を変えて改訂しつつ
発行。特にコロナ禍中で発生している「音がやか
ましい」など、トラブルの内
容が変化し増加中。その対応
も現場、管理会社共に複雑化
し、この状況は当分続きそう
です。その辺りを Q&A 方式
で表し、理解しやすいという
のが特徴です。A4 版 42 ペー
ジで 2500 円、日管協会員は
1000 円です。

日管協活動 m e m o

●「日管協預り金保証制度」新規加入申込み。
　年2回募集、後期は７月～８月予定
●新入会員オリエンテーション開催（実施済）
●新春キャッチアップセミナー
　３月に実施。録画映像予定。管理業法の解説など。
☆ 前期は終了、また、後期の主イベントについて

は各ページで詳細の記事あり。

「日管きんき」表紙など新スタイルに
発行10年を機に衣替え

　近畿ブロック（太田卓利ブロック長）は令
和３年６月号から表紙などのレイアウトを従
来から一新しました。2011年の１号発刊から
10年を過ぎ、再度飛躍を期し、内容充実を目
指します（編集責任＝井上和彦、その他取材
グループ一同）。

塩見紀昭会長

編集後記  
　コロナ感染拡大状況は、変異株の広がりもあっ
て今が最も厳しい状況です。5月時点で東京・大阪・
京都・兵庫をはじめ愛知・福岡などにも緊急事態
宣言が発令されました。頼みのワクチン接種は緒
についたばかり。正念場です。▼そんな中でも若
者の躍動は止まりません。大坂なおみさんが日本
人初の世界の年間最優秀女子選手賞に。松山英樹
さんはアジア人初のマスターズ制覇。大谷翔平選
手はメジャーで二刀流炸裂。セ界首位を走るタイ
ガースでは怪物ルーキー・佐藤輝明選手が……重
苦しさを吹き飛ばす活躍です。もらった感動と元
気、希望と勇気で正念場を切り抜けましょう。
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会員 入会金 年会費 補足

プレミア
会員

100,000
円

48,000
円

本会の取扱商品を積

極的に導入していただ

ける方。

（株）全管協ＳＳＩホー

ルディングスの代理店

として「入居者総合安

心保険プラスⅢ」の取

り扱いが必要です。

パート
ナー
会員

100,000
円

360,000
円

事前に登録商品の審
査・承認が必要

［ 入会案内 ］

◆他団体との強力な連携

全国賃貸管理ビジネス協会の活動は、支部活動、新事業新商品開発、少額短期保険の促進を中心に、

業界最大のネットワークで賃貸ビジネスの発展を目指す関連団体との協力体制によって構成されます。

会員数 1,606 社

※その他詳細はお問い合わせください。
※パートナー会員は別途消費税がかかります。

◆日本最大の（株）全管協ＳＳＩホールディングスの小額短期保険を活用

全管協にご入会いただくことで、（株）全管協ＳＳＩホールディングスの商学短期保険のお取り扱いが可

能となります。少額短期保険としては日本最大の保有件数（140万件超）を誇ります。

お勧めしやすい
シンプルな商品高い代理店手数料

素早い事故対応

1K、2LDK等の、間取りにより定型の３コースを選択

専任担当者が
業務サポート

最高50％の手数料

賃貸住宅専門のプロの
事故対応者が対応

事務効率を支援するWEB型
代理店システム

契約更新業務は申込書不要！
多様な保険料の払込方法

計上業務や事故受付等をペーパーレス化

満期案内を会社が直送。お客様の保険料
払い込みにより契約成立。

業界最大ネットワークを活かし、地域社会への貢献と会員の発展を支援します

代理店業務に精通した専任
アドバイザーが訪問ご支援

コース 保険金額

被保険者の死

亡を原因とする

入居物件の汚

損損害

50万円

遺品整理費用 50万円

借家人
賠償責任保険

3,000万円

※入居者の過
失による入居物
件への損害は
免責1万円

＊保険金をお支払いする主な場合


